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Bones, T cells and mammalian evolution
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第 52 回 COE 海外研究者招聘講演会
東京医科歯科大学 21 世紀 COE プログラム
「歯と骨の分子破壊と再構築のフロンテイア」

第6回 骨免疫セミナー
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Penninger 博士によるマウスのジェネティクスを駆使した先駆的な研究は、 RANKL をはじ
めとする多機能分子の生体機能解明の先鞭をつけてきました。 骨、免疫、発生、癌転移な
ど多彩な内容に、哺乳類進化への洞察を盛り込み、 最新の知見までお話いただけるものと
思います。多くのかたの御来聴をお待ちしております。


